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栽培指導体制の充実

農業労働力の確保
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 ①
重点振興作物の現状把握と分析

作付の推進

実証圃等の設置

新たな表彰制度の構築

②
各種支援事業の実施

栽培技術の向上対策

④
人材の掘り起こし

農業技術研修の実施

研修指導体制の整備

就農に向けたサポート

経営確立のための各種支援事業の実施

経営のレベルアップに向けた研修の実施

仲間づくりの支援

労働環境整備に対する支援

③
地域種苗支援センターの民間運営（指定
管理）の継続

優良種苗の安定供給

野菜栽培講習会等の実施

情報発信及びイベントの開催

食育及び食農体験事業の実施

重点振興作物の競争力の
強化

園芸作物による経営拡大と
レベルアップのサポート

種苗の安定供給

園芸を経営の柱とする農業
後継者の確保と育成

新規就農者の営農定着支
援

市場との連携強化

販売促進活動の実施

販売チャネルの拡充

農産物加工に取り組む人材の確保と育成

事業者に対する支援

農商工連携の推進

新たな研修プログラムの構築

個別サポートの実施

販売拡大の支援

６次産業の活性化

園芸農業の魅力発信

重点項目（8）

【成果指標】

■重点振興作物の出荷量、販
売額及び１０ａ当たり収量（ｔ、
本、千円、ｋｇ/１０ａ、本/１０ａ）

■園芸品目の種苗供給量（万
本）

■市とJAの連携によるプロ
モーション活動回数

■６次産業化支援施設を活用
して開発された商品数

⑧

⑥

⑦

【成果指標】

【成果指標】

⑤
■年５人の新規就農者の輩出

■研修終了後、３年以内の営
農継続率100％
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分野 重点項目
現状値（R6） 目標値（R9）

出荷量 2,974ｔ 4,500.0ｔ

販売額 1,102,259千円 1,200,000千円

単　収 2,065kg 3,488kg

出荷量 229.0ｔ 260.0ｔ

販売額 87,374千円 89,000千円

単　収 1,526kg 1,625kg

出荷量 197.9ｔ 286.0ｔ

販売額 171,121千円 200,000千円

単　収 267kg 394kg

出荷量 42.2ｔ 48.0ｔ

販売額 60,174千円 65,000千円

単　収 319kg 363kg

出荷量 266.6ｔ 345.0ｔ

販売額 107,871千円 120,000千円

単　収 6,871kg 9,324kg

出荷量 757.8ｔ 900.0ｔ

販売額 287,272千円 300,000千円

単　収 7,016kg 8,181kg

出荷量 244.3ｔ 239.2ｔ

販売額 200,466千円 197,246千円

単　収 2,326kg 2,278kg

出荷量 6,997千本 8,072.0千本

販売額 543,583千円 620,000千円

単　収 19,381本 20,029本

94.6万本 100.0万本
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1
園芸作物の生産振

興

①重点振興作物の
競争力の強化

②園芸作物による経
営拡大とレベルアッ
プのサポート

③種苗の安定供給

■重点振興作物の出
荷量、販売額及び１０ａ
当たり収量（ｔ、本、千
円、ｋｇ/１０ａ、本/１０
ａ）

品目名

　スイカ

　ねぎ

　枝豆

　アスパラガス

　トマト

　きゅうり

　ほうれん草

　花き

■園芸品目の種苗供給量（万本）

※令和６年度スイカ現状値について
令和６年度ＪＡ秋田ふるさとのスイカ販売計画では出荷量4,800ｔ、販売額1,050,000千円であったが、令和６年７月降雨の影響により出荷量が減少。一方、高単価での
販売が実施され販売額1,102,259千円の実績となっている。
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分野 重点項目
現状値（R6） 目標値（R9）

５人 ５人

100% 100%

分野 重点項目
現状値（R6） 目標値（R9）

４回 ５回

２件 ４件

よこて農業創生大学事業 第３期アクションプラン　成果指標・成果目標
成果指標・成果目標

よこて農業創生大学事業 第３期アクションプラン　成果指標・成果目標
成果指標・成果目標

2 担い手の育成と確保

④園芸を経営の柱と
する農業後継者の
確保と育成

⑤新規就農者の営
農定着支援

■年５人の新規就農者の輩出
　　※計画期間３年間の平均値

■研修終了後、３年以内の営農継続率100％

3
販売拡大と
付加価値の向上

⑥販売拡大の支援

⑦６次産業の活性
化

⑧園芸農業の魅力
発信

■市とＪＡの連携によるプロモーション活動回数

■６次産業化支援施設を活用して開発された商品
数
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